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－被害と復興の状況－



応用地質の災害調査の歴史
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災害発生日時 災害レポートタイトル

1964年6月16日 新潟地震（M7.5）

1968年5月16日 十勝沖地震による青森県下の災害調査報告(M7.9)

1978年6月12日 宮城県沖地震被害調査報告(M7.4)

1985年9月19日 メキシコ地震被害調査速報(M8.1)

1989年10月17日 サンフランシスコからのメッセージ －ロマプリータ地震に学ぶ－(M7.1)

1994年1月17日 ノースリッジ地震被害調査報告－(M6.8)

1995年1月17日 応用地質技術年報・兵庫県南部地震特集号(M7.3)

1999年8月17日 トルコ地震(M7.4)

1999年9月21日 台湾・集集地震被害調査報告(M7.6)

2003年9月26日 平成15年十勝沖地震被害調査速報(M8.0)

2004年10月23日 新潟県中越地震被害調査速報(M6.8)

2004年12月26日 スマトラ島沖地震インド洋津波被害調査報告(M9.0)

2005年8月 ハリケーン「カトリーナ」ニューオーリンズにおける破堤箇所視察速報

2007年7月16日 新潟県中越沖地震(M6.8)

2008年5月12日 中国四川大地震被害調査速報(M7.9)

2011年3月11日 東日本大震災とその復旧・復興に向けて－ＯＹＯの貢献と提案－(M9.0)

2011年7月31日 2011年タイ洪水状況視察結果（調査期間：2011.11.17～18）

抜粋：http://www.oyo.co.jp/investigation-report/



ネパール・ゴルカ地震
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カトマンズ盆地の震度は5弱～6弱
（北海道大学 高井先生）

2015年4月25日（土） 11:56 発生
マグニチュード：7.8
死者：約8,900名（6月9日現在）

震度の数値はメルカリ震度

震央

震源断層の範囲



ネパール・ゴルカ地震による死者率分布
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★
★

本震
余震

カトマンズ

★

Data source (2015/6/1時点)
https://ditaanggraeni.cartodb.com/viz/041aa150-f02d-
11e4-b4d8-0e018d66dc29/public_map
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ネパール地震
による被害
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調査期間：平成27年7月12日－7月22日
調査員：早川、プラダン（ネパール出身の職員）、

長谷川の３名
調査目的：斜面崩壊・建物被害、復旧状況

調査概要
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● 調査場所

カトマンズ

★

★

★震源
● 調査場所

本震

余震



カトマンズ (ダルバール広場)

2015/10/26 7

倒壊

地震前

地震後



カトマンズ (ダラハラ塔)
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カトマンズ市内



サク（Sankhu）

カトマンズ サク

●●

★



メラムチ（Melamchi）

カトマンズ メラムチ

●
●

★



メラムチ（Melamchi）
（６家屋が倒壊し、２人が死亡）

メラムチ（Melamchi）
（６家屋が倒壊し、２人が死亡）

カトマンズ メラムチ

●
●

★



チョウタラ

カトマンズ チョウタラ

● ●

★



カトマンズ

地震による
斜面崩壊地

★

●

●
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斜面崩落（ベニ北方。大崩壊により河道を一時閉塞
して天然ダムを形成。ベニの住民が一時、避難）

震源
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地震からの復興
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被害と復興のまとめ
【地震被害】

• 石積み・レンガ積み建物は、多くが崩落。

• 鉄筋コンクリート（柱・床が鉄筋コンクリート、壁はレンガ）建物は、
壁の損壊はあるものの倒壊までは至っていない。ただし、傾斜地
では、多くが転倒・倒壊。

【復興】

• 地震で多くの建物が損傷。再建の目途が立たない（長期間、傾い
たまま使用され続ける可能性）。

• 地震で損傷した建物が損傷部分を隠して再建される可能性あり。

• 多くの場所で復興は遅々として進んでいない。復興のための外部
支援も届いていない（7月中旬時点）。

• 小規模な斜面崩壊は道路上の土砂のみ排除されただけで、極め
て危険な状態のまま、何ら手当がされていない。
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世界の防災・減災
への貢献



OYOインターナショナルの活動
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http://www.oyointer.com/business/risk_management/index.html
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http://www.globalquakemodel.org/

 GEM : 全世界の地震ハザード／リスクを評価することを目指した
プロジェクト

 Open Quake：GEMが開発する地震ハザード／リスク評価ソフト
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OYOは、表層地盤による地震動の

増幅特性の評価についての貢献を
期待されている。



GeoHazards International（GHI）
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Geohazards Internationalの活動範囲

GHI：世界で防災・減災活動に取り組むNGO



GHIの活動の例
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学校での耐震教育 学校での耐震教育

病院の耐震化耐震技術の普及
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Board Memberとして参加



お問い合わせはこちらまで
応用地質株式会社
海外事業本部
HP: http://www.oyo.co.jp/

E-mail: hasegawa-nobu@oyonet.oyo.co.jp
電話でのお問い合わせは

03 - 5577 - 4501 （代表）
営業時間 9：00-17：00 土日祝、年末年始休み
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